
スフェロイド vs オルガノイド 
その違いとは？

スフェロイドとオルガノイドは、どちらもin vivo 様組織や臓器の状態をより正確に再現できる複雑な3Dモデルを作成できるものです。そのいず
れにも長所と短所があります。どちらのモデルがあなたにぴったりなのでしょうか？それは主に、取り組んでいるアプリケーションの種類と研究の
最終目的によって決まります。いずれにしても、スフェロイドとオルガノイドは数多くの重要な研究分野にすばらしく明るい展望と可能性をもたら
してくれます。
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スフェロイドは、
シンプルであまり手間やコストがかからず簡単に形成
できる3Dモデルです。スフェロイドが固形腫瘍を再現
する能力のおかげで創薬研究を推し進めることがで
き、またがん生物学に対する理解を深めることができ
ます。

オルガノイドは、
臓器の構成と機能性を再現する点から、疾患モデル、
がん研究、薬剤スクリーニングにおいて非常に一般的
な選択肢となってきています。オルガノイドはよりin 
vivo 様の結果を示すことができます。

スフェロイドは、極性を示す例やそれ以外の例もあります。

増殖領域

休眠領域

壊死性コア

スフェロイドは、優れた細胞間および細胞とECM間の相互作用を有する不均
一な細胞分布構造を形成し、代謝勾配を生じさせます。また、様々な疾患組
織タイプの微小環境を再現することができます。
・高い再現性
・様々なプレートフォーマットへの拡張性
・ハイスループットスクリーニング（HTS）への適応性
・共培養が可能

スフェロイドは、細胞を浮遊状態、あ
るいは、Corning® スフェロイドマイク
ロプレートやCorning Elplasia® プ
レートなどの低接着環境で形成、培養
することができます。

スフェロイド研究領域
・がん生物学
・腫瘍モデル
・幹細胞研究
・がん免疫
・肝毒性モデル

スフェロイドは、細胞懸濁液を細胞外基質
（ECM）や物理的支持のないスキャフォール
ドフリー環境に置くことで形成する方法が一
般的です。

スフェロイドは、幅広い細胞種から形成する
ことができ、腫瘍スフェロイド、胚葉体、ヘパ
トスフェア、ニューロスフェア、腫瘍様塊など
になります。一種類の細胞種からなるものも
あれば、複数細胞種からなるものもありま
す。

オルガノイドは、極性、細胞遊走、ミニ臓器となる自己組織化を示します。

オルガノイドは、より複雑で細胞構造や微小環境の再現性が高くin vivo 様を
呈しており、動物実験や細胞治療をターゲットにしています。がんや臓器発生
のモデルに使用されています。CRISPRと組み合わせることで、より優れた遺伝
的疾患モデルや薬剤スクリーニング疾患モデルを作り出すことができます。
・患者特異的
・in vivo 様の複雑性
・in vivo 様の構造
・HTSに対応したフォーマットあり

オルガノイドは、細胞をマトリゲル基底膜マト
リックスのようなECMと混合し、腎臓、甲状
腺、肝臓、脳、肺、小腸、前立腺、膵臓のミニ臓
器を作る特定の増殖因子を含む培地で培養す
ることで形成できます。

オルガノイド研究領域
・幹細胞由来の臓器形成
・がんを含む疾患モデル
・個別化医療
・CRISPR
・がん免疫

オルガノイドは、BME（基底膜抽出物）やECMな
どのスキャフォールドを必要とすることが多く、こ
れらに細胞を埋め込むと、理想的な増殖環境とな
り、自己組織化を促す生物学的なGOサインを与
える役割を果たします。

オルガノイドは、多能性幹細胞や健常または疾
患成人組織特異的幹細胞の臓器前駆細胞から
形成されます。

写真提供：MDI Laboratory, ME

写真提供：L.A. Oosterhoff

写真提供：L.A. Oosterhoff

コーニングインターナショナル株式会社  ライフサイエンス事業部
〒107-0052  東京都港区赤坂 1-11-44  赤坂インターシティ7階　Tel：03-3586-1996  Fax：03-3586-1291
www.corning.com/life-sciences    CLSJP@corning.com　　　　　　　　　　　　　　　　©2020 Corning Incorporated. All rights reserved.
• 保証・免責事項：特に記載がない限り、記載中の製品は研究用機材および試薬です。診断、または治療用途には使用しないでください。
 また人体には使用しないでください。コーニングライフサイエンスは本製品の臨床または診断用途でのいかなるパフォーマンスについても保証しません。

CLS-230-00
CLS-DIV-013

R0-2008-000-000-T


